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第 ３３０ 号

新年を喜びの中にお迎えでしょうか。

また一つ歳をとりますねえ・・・。

今年はどんな年になるでしょうねえ・・・。

昔読んだジョージ秋山氏の漫画「浮浪雲」の中に出てきたお話。あるおばあちゃんに息子が二人
いました。一人は下駄屋で、もう一人は傘屋をしています。おばあちゃんは雨が降ると「下駄が売
れない」と心配し、天気がよいと「傘が売れない」と心配していました。それを聞いた浮浪雲のだ
んなは言いました。「そりゃあ、逆ではないんでしょうか。雨が降ったら傘が売れる、晴れたら下
駄が売れるってもんじゃありませんか」。

「ものは考えよう」と言いますが、そう単純にはなれませんよねえ。でも、そう言われて何か思
うことがありますよねえ。それが悪い方に向かうこともありますが、良い方に向かうことがありま
す。こんなとき、神さまに導かれていると不思議にも思います。聖霊（風）の吹くままに歩んでい
るときの平安な心持ちがしるしのように思います。

今年も皆それぞれに、あるいは一緒に身（生命）を削って生きていくのですよねえ・・・。

ヘンリー・ナーウェン師の言葉。「人生という旅上にある人々を助けたいと願って、わたしは生
きてきた。しかし、わたしには自分自身がしている旅のほかに差し出せるものがないことを、いつ
も知っていた。自分の血や肉の一部になっていなければ、喜びや平和、赦しや和解をどうしてほか
の人に語れようか？」

生命を削るというのは、自分の苦しみや喜び、疑問や希望、恐れや愛を友のために差し出すこと
だと聞いてどう思いますか？

私はなんだかホッとします。

「ありのままのありはありのままだった」

新 年 を 迎 え て

主任司祭　鈴 木  勁 介

ムリーリョ  『貝殻の子供達』  ( 幼いイエスと洗礼
者ヨハネが貝殻で水をすくって遊んでいる場面 )

＜

12
月
17
日(

日)  

12
名
出
席 ＞

■ 

連
絡
／
報
告
事
項

：


 

11
/
18
鈴
木
神
父
様
と
の
懇
話
会
会
計


 

12
/
16
渡
邉
神
父
様
／
高
野
神
父
様
と
の

懇
話
会
、
22
名
の
出
席
を
得
て
盛
会
裏
に

終
了
。

■ 

審
議
事
項

：


 

総
会
／
新
年
会(1/21):　

新
趣
向
で
行
う

■ 

今
年
一
年
を
振
返
っ
て


 

サ
ロ
ン
運
営
の
課
題
に
つ
き
議
論

・
運
営
を
ヨ
ゼ
フ
会
だ
け
で
頑
張
っ
て
や
る

必
要
が
あ
る
の
か

・
い
つ
も
常
連
ば
か
り
で
、
新
し
い
人
が

入
っ
て
来
て
い
な
い
の
で
は

・
本
来
の
サ
ロ
ン
の
意
義
に
照
ら
し
、
新
し

い
人
に
呼
び
掛
け
る

① 

広
報
で
、
サ
ロ
ン
の
主
旨
、
課
題
な
ど

を
説
明
し
て
運
営
協
力
を
呼
び
掛
け
る

② 

サ
ロ
ン
に
来
ら
れ
る
方
に
、
新
し
い
方
を

誘
っ
て
来
て
頂
く
こ
と
を
お
願
い
す
る

③  

当
番
は
、
朝
8
時
に
来
る
こ
と


 

会
の
名
称
変
更
（「
ヨ
ゼ
フ
会
」
か
ら
「
壮

年
会
」
に
戻
す
）
の
件

：  
当
面
は
「
ヨ

ゼ
フ
会
」
の
ま
ま
と
す
る
（
教
会
全
体
の

動
き
を
注
視
）

＜
 

12
月
10
日(

日)  

8
名
出
席 ＞

■ 

議
事
内
容
：

[1] 

連
絡
事
項(

行
事
計
画)

12
月
23
日(

土)

10
時
よ
り
大
掃
除

12
月
24
日(

日)

9
時
よ
り
待
降
節
第
四
主

日
ミ
サ
、
19
時
よ
り
降
誕
祭
ミ
サ
・
終
了

後
降
誕
祭
パ
ー
テ
ィ
ー

12
月
25
日(

月)

10
時
よ
り
降
誕
祭
ミ
サ

1
月
1
日(

月)

10
時
か
ら
新
年
ミ
サ
、
終

了
後
賀
詞
交
歓
会

[2] 

審
議
事
項

(1) 

２
０
０
７
年
度
信
徒
大
会
に
つ
い
て:


 

日
程
は
1
月
28
日(

日)

に
決
定


 

大
会
議
事:

* 

06
年
度
行
事
報
告
・
決
算
報
告

* 

07
年
度
行
事
計
画
・
予
算

* 

次
期
教
会
委
員
の
紹
介

* 

「
教
会
委
員
会
運
営
規
定
改
定
と
教
会
委

員
公
募
方
法
の
変
更
」
説
明

* 

各
グ
ル
ー
プ
か
ら
の
活
動
報
告
、　

資
料

準
備
の
上
各
5
分
程
度
で
説
明

(2) 

２
０
０
７
年
度
教
会
委
員
に
つ
い
て


 

1
月
14
日
委
員
会
終
了
後
に
次
期
委
員
の

氏
名
公
示

(3) 

信
徒
大
会
資
料
案
関
連:

別
資
料
配
布


 

開
催
通
知


 

２
０
０
６
年
行
事
実
績


 

２
０
０
７
年
行
事
計
画
案(

ト
ピ
ッ
ク
ス)

* 

次
回
黙
想
会
は
3
/
24
実
施
目
標
に
調
整

* 

6
/
10
に
堅
信
式
を
行
な
う ⇒

 

典
礼
・

行
事
G
を
軸
に
準
備
を
進
め
る
。

* 

バ
ザ
ー
は
10
/
21
に
行
う(

10
/
28
は
藤

沢
バ
ザ
ー
と
重
な
る
為)

* 

庭
の
整
備(

剪
定
、
掃
除)

は
10
月
に
行

う
こ
と
で
調
整

(4) 

各
グ
ル
ー
プ
連
絡
・
報
告
事
項

a. 

典
礼
G
・(

布
教
G):

* 

次
年
度
典
礼
グ
ル
ー
プ
奉
仕
者
募
集
中
、

多
く
の
方
々
の
奉
仕
を
お
願
い
す
る

* 

12
/
31
典
礼
G
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
「
聖
体

奉
仕
者
に
つ
い
て
の
分
か
ち
合
い
」
実
施

* 

12
/
9
の
黙
想
会
・
共
同
回
心
式
で
参
加

者
が
少
な
か
っ
た

・
運
営
で
何
か
気
が
付
い
た
こ
と
が
あ
っ

た
ら
知
ら
せ
て
欲
し
い

・
開
催
日(

土
or
日)

、
お
年
寄
り
送
迎

等
、
色
々
な
オ
プ
シ
ョ
ン
を
挙
げ
て
ア

ン
ケ
ー
ト
を
行
う(

⇒

典
礼
委
員
会)

b. 

財
務
G:

* 

会
計
監
査
は
1
月
13
日(

土)

に
行
い
、

監
査
人
は
上
野
さ
ん
に
お
願
い
し
た

* 

一
般
会
計
繰
越
分
の
う
ち
一
定
額
を
建
設

会
計
に
移
行
す
る 

* 

バ
ザ
ー
収
益
金
関
連　

⇒

後
述

c. 

要
理
G:

* 

11
/
23
ザ
ビ
エ
ル
祭
に
参
加(

10
名)

、

子
ど
も
た
ち
も
楽
し
か
っ
た
由

* 

ク
リ
ス
マ
ス
聖
劇(

12
/
24)

は
「
深
夜
ミ

サ
終
了
後
」
に
行
な
う(

20
分
程
度)

* 

第
五
地
区
要
理
学
校
の
集
ま
り
の
報
告
を

次
回
に
行
う

d. 

福
島
副
委
員
長:　

営
繕
関
係
の
予
算
計

画
は
12
/
10 

pm
の
打
合
せ
で
決
め
る

e. 

事
務
G:

(a) 

6
/
10
に
堅
信
式
が
行
わ
れ
る
。
要
理
学

校
の
メ
ン
バ
ー
は
要
理
委
員
が
予
定
を
作

り
指
導
す
る
が
、
大
人
で
ま
だ
堅
信
を
受

け
て
い
な
い
方
は
、
司
祭
か
典
礼
委
員
に

相
談
す
る
よ
う
お
願
い
す
る
。

(b) 

藤
沢
セ
ン
タ
ー
化
に
対
す
る
意
見
要
望
を

受
け
て
い
る ⇒

　

事
務
G
原
案
を
議
論 

⇒

 

更
に
1
月
度
委
員
会
で
審
議

(c) 

今
年
度
審
議
事
項
の
フ
ォ
ロ
ー

ⅰ
マ
リ
ア
会
か
ら
引
継
ぎ
の
寄
付: 

泉
区
福
祉

協
議
会
に
バ
ザ
ー
収
益
か
ら
5
万
円
寄
付

ⅱ 

教
会
案
内
係
の
件

ⅲ 

月
定
献
金
検
討
グ
ル
ー
プ
進
捗
状
況:

財
務
グ

ル
ー
プ
よ
り
信
徒
大
会
で
実
情
説
明
す
る
。「
皆

で
や
っ
て
い
く
」
こ
と
で
、
信
徒
各
位
の
理
解

を
頂
き
た
い

(d) 

掃
除
当
番
表{

募
集}:　

２
０
０
７
年
度

当
番
表
を
作
成
し
て
募
集
を
開
始
。
特
に
、

男
性
の
参
加
を
願
い
た
い

(e) 

女
子
パ
ウ
ロ
会
販
売
会
の
お
礼
に
「
パ
ウ

ロ
宣
教
D
V
D
」
な
ど
を
頂
い
た
。

(f) 

ス
リ
ッ
パ
持
参
を
信
徒
各
位
に
お
願
い
す
る

{

06
年
度
総
集
編

－
－

上
半
期
分}

委
員
会
後
記
は
、
06
年
初
の
委
員
会
で
「
委

員
長
が
直
接
信
徒
の
皆
様
に
、
委
員
会
の
雰

囲
気
・
審
議
結
果
を
説
明
し
て
は
ど
う
か
」

と
の
提
言
が
あ
り
、
最
初
は
「
何
を
書
こ
う

か
不
安
が
一
杯
で
し
た
」。
自
分
の
体
験
や
、

委
員
会
で
の
ご
意
見
を
中
心
に
「
書
き
連
ね

て
き
ま
し
た
」。

今
読
み
返
し
て
み
る
と
「
一
年
間
の
委
員
会

活
動
は
無
駄
で
は
な
か
っ
た
」
と
の
感
が
あ

り
ま
す
。
後
記
記
載
に
あ
た
っ
て
は
、
鈴
木

主
任
司
祭
は
じ
め
副
委
員
長
・
各
委
員
に
は

(

委
員
会
の
中
で)

大
変
な
ご
協
力
を
頂
き

ま
し
て
、
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

今
回
は
、
こ
の
一
年
を
振
り
返
っ
て
主
な
変

化
を
中
心
に
、
総
集
編
と
し
て
み
ま
し
た
。

1
月
は
、   

こ
の
時
期
に
、
マ
リ
ア
会
が
解
散
・

ヨ
ゼ
フ
会
が
親
睦
会
へ
形
を
変
え
た
た
め
、

従
来
の
教
会
規
定
で
は
運
営
出
来
無
く
な
り
、

05
年
12
月
委
員
会
で
「
中
和
田
カ
ト
リ
ッ
ク

教
会
委
員
会
運
営
規
定
」
に
つ
い
て
改
定
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
初
め
て
の
後
記
は

そ
の
詳
細
を
記
し
ま
し
た
。   

内
容
は
「
な
ぜ
、

教
会
運
営
規
定
を
委
員
会
運
営
規
定
に
見
直

し
す
る
の
か
」。「
教
会
運
営
の
基
本
は
教
区

の
指
導
に
合
っ
て
い
る
の
か
」
の
設
問
を
受

け
た
形
で
記
し
ま
し
た
。   

更
に
、
私
が
4
月

～
6
月
教
区
主
催
の
「
共
同
宣
教
司
牧
研
修
」

で
得
た
こ
と
を
参
考
に:

「
具
体
的
に
見
直
す

内
容
と
見
直
す
根
拠
は
」
に
つ
い
て
記
し
ま

し
た
。

2
月
は
、   

マ
リ
ア
会
か
ら
要
望
が
あ
り
ま

し
た
「
従
来
、
毎
年
マ
リ
ア
会
が
福
祉
施
設

等
に
寄
付
し
て
い
た
行
為
を
継
続
し
て
欲
し

い
」
と
の
件
に
つ
い
て
、
財
務
グ
ル
ー
プ
が

整
理
し
て
引
き
受
け
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

3
月
は
、   

年
二
回(

復
活
祭
前
・
降
誕
祭
前)

行
わ
れ
て
い
る
「
教
会
大
掃
除
」
に
つ
い
て
、

多
く
の
信
徒
に
参
加
頂
く
よ
う
に
、
実
態
を

お
話
し
て
呼
び
か
け
ま
し
た
。
し
か
し
、
復
活

祭
前
4
月
15
日(

土)

の
大
掃
除
動
員
は「
昨

年
と
変
ら
な
い
実
績
」
で
終
り
ま
し
た
。

4
月
は
、   

旧
ヨ
ゼ
フ
・
マ
リ
ア
会
連
絡
網
を

一
元
化
し
た｢

連
絡
網(

案)｣

が
で
き
ま
し
た

の
で
、
こ
れ
に
合
わ
せ
「
葬
儀
取
扱
規
定
」(

葬

儀
発
生
時
連
絡
網
の
優
先
順
位
は
高
い)

を
改

定
し
た
内
容
を
記
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
教
会
委
員
長
を
中
心
と
し
た
「
葬

儀
掛
」
と
、
典
礼
委
員
を
中
心
と
し
た
「
司

式
掛
」
の
協
力
に
よ
り
、
葬
儀
の
お
手
伝
い

を
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

5
月
は
、   

4
月
に
引
き
続
い
て
、
完
成
し

た
「
中
和
田
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
連
絡
網
」
に

つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

二
点
目
は
第
五
地
区
福
音
宣
教
委
員
会
メ
ン

バ
ー
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。
説
明
は
、(

今

年
度
よ
り)

小
教
区
は
主
任
司
祭
と
教
会
委

員
長
が
委
員
に
任
命
さ
れ
た
こ
と
。
更
に
は
、

第
一
回
第
五
地
区
福
音
宣
教
委
員
会(

今
年

度
検
討
テ
ー
マ
の
検
討)

と
第
二
回
第
五
地

区
福
音
宣
教
委
員
会(

小
教
区
に
お
け
る
教

会
学
校
の
現
状
と
問
題
点)

の
出
席
報
告
を

記
し
ま
し
た
。

6
月
は
、   

横
浜
教
区
主
催
で
行
わ
れ
た
「
地

区
別
懇
談
会(

第
五
地
区)

」(

各
教
会
は
、

委
員
長
・
財
務
委
員
出
席)

に
参
加
し
ま
し

た
。
報
告
は
、
経
済
問
題
・
教
会
建
物
建
替

え
問
題
・
宣
教
司
牧
研
修
に
つ
い
て
教
区
委

員
か
ら
の
説
明
要
旨
を
記
し
、
そ
の
後
行
わ

れ
ま
し
た
、
梅
村
司
教
・
鈴
木
司
教
総
代
理

を
交
え
た
「
分
か
ち
合
い
」
の
内
容
を
記
し

ま
し
た
。

二
点
目
は
、「
委
員
会
後
記
な
ら
び
に
委
員
会

に
対
す
る
意
見
・
要
望
」を
お
伺
い
し
ま
し
た
。

(

忌
憚
の
無
い
ご
意
見
を
募
集
し
ま
し
た
。)

06
年
12
月 

委
員
会
後
記 

下
村
委
員
長

委
員
会
だ
よ
り

ヨ
ゼ
フ
会
だ
よ
り



－ ３ －－ ２ －

中和田教会信徒の皆様へ
パウロ  高 野  哲 夫 神父

待降節が始まりました。キリストの受肉が私たちのうちに現れますように！！
さて、先日のミサのお知らせのときに、「中和田教会と藤沢教会の子供達が、ハンセン病の病院であり、シスター

方が行っている御殿場・神山復生病院へ行くためのカンパをお願いします！」と呼びかけ、沢山の寄付をいた
だきました。誠にありがとうございました。おかげさまで、子供達は病気の事、そこで生活している方々の事、
働いていた方々の事などを学び、また、藤沢教会の子供達とも交流し、豊かな恵みをいただいて帰ってくるこ
とができました。子供達の感想文を読んでいただいて、その実りを味わってください。皆様の、支えにより無
事に行う事ができましたことをご報告しますとともに、深く感謝いたします。これからも、子供達のキリスト
者としての成長を支え、見守っていただけますようよろしくお願いいたします。

神山復生病院  正面は聖堂

神山復生病院は、1887 年 ( 明治 20 年 ) パリ外国
宣教会のテストウィド神父が伝道の道すがら一人の
女性ハンセン病者と出会い、社会で放置された同病
者の救済を思い立ち、御殿場市街に家屋を借用して
六名の患者を保護したことから始まりました。その
後日本の私立ハンセン病院として、多くの病者が治
療と生活を当地でしてきました。現在、ハンセン病
は特殊な病気ではなく一般病院で治療を受けるよう
になりました。復生病院では過去のハンセン病への
理解とここで生涯を終えられた人々の生活の歴史を
後世に残すために 2004 年に記念館を開設しました。
展示室には、年表、歴代院長、患者たちの生活の写
真・物品、ミサ祭具類、娯楽に使われた楽器、他各
種資料・遺品等が展示されています。

神山復生病院を訪問しました

復生記念館

Merry  Christmas

         2006. 12. 24

神 山 復 生 病 院
森 脇  留 美

私は、 復生病院へ行って、 今までは知らなかったた
くさんのことを知ることができました。
いちばん心に残ったのは、 藤原さんの話を聞いたこ

とだ。
「たとえば、 ハンセン病になって、 目が見えなくなっ

たりする。 でも、 何年もすると、 なれてしまう。 そのこ
とを受け入れ、 分かることができれば、 なれてしまう」。
私はこのことを聞いて、 とても不思議になった。 なれ
てしまうということ。 私は今まで、 そのような考え方を
したことがなかった。 ずっと、 そのことが私の頭からは
なれなかった。
私が復生病院へ行って教わったこと、 それは生きる

ということ。 たとえ自分の体が病気や不自由になって
も、 その中で、 神様からいただいた命をせいいっぱい
生きること。 このことが、 人間として生きるための、
いちばん大切なことなのだと知った。

復 生 病 院 に 行 っ て
美 底  沙 織

私は、 高野神父様から初めてハンセン病の患者さんの
話を聞いたとき、 日本でそんな事があったということを
知らなかったので、 「そんな病気で苦しんでいる人がいて、
しかも家族と一緒にいられないなんてかわいそう」、 「病
院にいるのは、 とてもつらいだろうな」 と思いました。
しかし、実際にハンセン病の患者さんの話を聞くと、「こ

こにいるのは楽しい」 と言っていました。 どうしてかなと
思うと、 そこは食べ物も少ないし、 労働も大変だけど、
シスター達などからの愛情があるから ・ ・ ・ ・ 。 私はこ
の言葉がいちばん印象に残りました。
シスター達や堀さんが、 昔はらい病は感染する病気だ

といわれていたのに、 直接患者さんに触れて看護をして
いる姿をビデオや話から知り、 「すごいなあ」 「この気持
ちはどこから湧くのかな」 と思いました。 差別や偏見と
いう行動はなく、 一人ひとりに優しく接していたシスター
や堀さんの姿を想像しながら時を過ごしました。 これか
ら、 この体験を忘れずに、 もっと考えていきたいなと思
いました。
また、 この体験を通して、 他の教会の人々とも友達に

なれてとてもよかったです。 １日目のカレー作りから、 みん
なで協力し、 楽しい時間を過ごしました。 ２日目は、 み
んな本当に前から友達だったように仲良くなれ、 この２日
間は忘れられないものになりました。
ありがとうございました。

保護者として御礼申し上げます
美 底  真理安

†  この度、要理学校の子どもたちの復生病院訪問に際し

ましては、 有志の皆さまより多大なご支援をいただきありがと

うございました。

この貴重な体験の中で、 子どもたちは、 日常生活の中

ではなかなか触れる機会のない価値観に出会えたのではな

いでしょうか。 ここで学んだことを糧に、 神と人々への愛に

目覚める子ども達でありますように、祈り願いたいと思います。

中和田教会の皆さまの熱い信仰と真心からのご支援を、

心から感謝致します。

また、 忙しい中、 この企画を準備し奉仕して下さった高

野神父様と藤沢教会のリーダーの方に、 心からのお礼を

申し上げます。

復 生 病 院 に 行 っ て
石 原  知 世

復生病院に行っていちばん印象が強かったのは、 復
生病院に実際にいる人から聞いたお話のことです。 本
やインターネットで知るのと、 実際に話してくださるの
とは、 やはり重みが違いました。 話をして下さっている
間は、 とにかく驚き、 そして胸がつまるような悲しい気
持ちになりました。
復生病院に行って、いろいろなことを学ぶことができ、

そして、 私の当たり前としていたことが、 当たり前では
なくなりました。 復生病院で学んだことを、 ずっと覚え
ていたいです。


